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次　　　第 発言者 質　　疑　　応　　答

１　開会

２　挨拶 事務局

３　委員及び事務局紹介

４　会長・副会長選出 会長：坂野委員　　副会長：古市委員

　　挨拶 会長

５　協議事項

（１）令和５年度事業実施状況に
　　　ついて

事務局 令和５年度事業実施状況について、資料１ページから５ページ、７ページから11ページを説明。

(１)学校給食センター職員数は一部増減あるが、合計人数は昨年度と同数。

(２)１日の給食数は、児童・生徒数が減少しており、給食数も減少。

(３)食物アレルギー対応数は、昨年度に比べ１人減。　　市広報誌には、食物アレルギーに関する記事を年２回掲載。

(４)学校給食試食は、昨年度に比べ４回、57人増。

(５)親子体験ツアーは毎回応募数が多いため、今年度は２回（午前・午後）実施し親子20組49人の参加があった。

(６)学校給食レストランは、昨年度に比べ２人増。

(７)毎月25日前後には「おばあちゃんの味の日」と題して伝承料理を取り入れ、食文化の継承に取り組んだ。
　　３月献立表では、11日「アイアン献立の日」として鉄分の補給、８日「歯ッピー献立の日」としてカルシウム
　　補給と噛み応え、「目の良い食べ物の日」には重要な栄養素の補給に務めた。

(８)国より県を通じて、日本水産物が影響受けていることから学校給食用食材として取組みの依頼があり、当センター
　　ではホタテを活用する。

(９)北陸新幹線ウェルカム献立では、北陸新幹線が経由する都県でとれる食べ物や郷土料理を提供した。

(10)臨時実習生の受入では、県内短期大学から２人を受入れ、10日間の現場実習を行った。

(11)給食センター施設見学では、市内小学校２・３年生４校と１自治体が訪れた。

委員 質問なし。

（２）献立における地場産農産物の 事務局 資料６ページについて説明。

　　 使用状況について 委員 質問なし。

（３）令和６年度学校給食関係 事務局 資料12ページについて説明。

　　 予算について 緊急事態で給食が提供できない場合には、一食分だけアレルゲンの無い「救急カレー」が出る話をする。
しかし、次の日からは弁当持参になるので協力をお願いした。

委員 質問なし。

（４）その他

　　　学校における異物混入状況に 事務局 資料13ページについて説明。

　　　ついて
委員

円グラフにて比較する場合、０％表示は無くした方がよい。少数点以下があるように思われるため。
今後、資料作成について検討してほしい。

事務局 比較表を検討する。

会長 うずらの卵について、今後どうするのか。

事務局
３～４月の給食献立からは外した。５月以降に関しては、教育委員会や栄養教諭と協議調整しながら判断したいと考えてい
る。各学校には、子どもたちによく噛んで食べるよう指導をお願いしております。

委員
子どもが帰ってくると給食の話題になり、子どもとの会話が弾む。誤嚥のこともあるが、衛生面を考えて調理していただいて
いるので感謝している。

委員
子どもは、給食を楽しみにしている。学校で残飯があれば残さないようにしている。「給食献立で茶色いものばかりに
なる時がある」と子どもが言ったことに対し、私からは管理栄養士が栄養のある献立を考えていることを伝えた。
給食献立について、子どもたちの意見も取り入れてほしい。

会長 今後とも、安心・安全でおいしい学校給食の提供に向け、委員皆様のご理解とご支援をよろしくお願いします。

事務局 ご意見ありがとうございました。。

６　閉会の挨拶 副会長

　　　　　　　　　　　　　　　　　（以下、会長が議長として議事を進行）

西出茂隆　　柴山　優　　清水香織

令和５年度あわら市学校給食センター運営委員会　議事録

令和６年３月15日（金）午後３時30分～午後４時10分

あわら市学校給食センター（２階）多目的ホール

坂野靖子（教育委員）　平田昌彦（小中学校の長：金津東小学校長）　古市利明（学校給食部会部長：伊井小学校教頭）
円間真貴子（芦原小学校ＰＴＡ役員）　佐藤友希代（金津中学校ＰＴＡ役員）
兵堀麻美（養護教諭部会代表）　清水志帆（学校給食部会代表）　柴山智江（保健安全部会代表）

齊藤朋愛（芦原小学校ＰＴＡ役員）　石田陽一（金津中学校ＰＴＡ役員）
山本紹央（経済産業部農林水産課長）　岡田晃昌（教育委員会教育部長）


